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高
齢
者
虐
待
は
、特
定
の
人
や
家
族
で

起
こ
る
も
の
で
は
な
く
、ど
こ
の
家
庭
で

も
起
こ
り
う
る
身
近
な
問
題
で
す
。「
高

齢
者
虐
待
防
止
法
」で
は
、虐
待
に
気
づ
い

た
人
は
市
町
村
に
通
報
義
務
が
あ
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。虐
待
を
見
つ

け
た
場
合
、早
め
に
相
談
窓
口
に
相
談
す

る
こ
と
が
事
態
の
深
刻
化
を
防
ぎ
ま
す
。

　
「
怒
鳴
り
声
や
高
齢
者
の
悲
鳴
が
聞
こ

え
る
」「
最
近
本
人
の
様
子
が
変
わ
っ
た
」

な
ど
、ご
近
所
で
気
に
な
る
高
齢
者
が
い

る
場
合
に
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
さ

れ
た
方
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
保
護
さ
れ

ま
す
。相
談
は
介
護
者
ご
自
身
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

　
「
高
齢
者
虐
待
防
止
法
」で
は
、
高
齢
者

だ
け
で
は
な
く
介
護
者
へ
の
支
援
の
必

要
性
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。高
齢
者
虐

待
は
介
護
の
負
担
を
背
負
い
き
れ
な
く

な
り
生
じ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
、
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

介
護
者
へ
の
対
応
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

▼
高
齢
者
虐
待
と
は

�

身
体
的
虐
待
／
殴
る
、
蹴
る
、
突
き
飛

ば
す
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
ベ
ッ
ド

に
縛
り
付
け
る
、意
図
的
に
薬
を
過
剰

に
服
用
さ
せ
動
け
な
く
さ
せ
る
、な
ど
。

�

心
理
的
虐
待
／
言
葉
に
よ
る
脅
し
、悪

口
を
言
う
、無
視
、な
ど
。

�

性
的
虐
待
／
排
せ
つ
の
失
敗
に
対
す

る
罰
と
し
て
下
半
身
を
裸
に
し
て
放

置
す
る
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
、

そ
れ
を
強
要
す
る
、な
ど
。

�
経
済
的
虐
待
／
生
活
費
を
渡
さ
な
い
、

使
わ
せ
な
い
、無
断
で
自
宅
な
ど
を
処

分
す
る
、年
金
な
ど
を
使
っ
て
高
齢
者

本
人
の
生
活
に
支
障
が
出
る
、な
ど
。

�

介
護･

世
話
の
放
棄
、
放
任
／
病
院
を

受
診
さ
せ
な
い
、薬
を
適
切
に
飲
ま
せ

な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
食
事
を

出
さ
な
い
、な
ど
。
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新しい養護老人ホームは全て個室になります

老人ホームの移転新築に向けて

　町では老人ホームの移転新築に向け、今年度から設計業務に着手しているところです。

　今月は、施設の概要の中から、養護老人ホーム倖和園の平面図の一部（下図）をご紹介します。

　新しい倖和園は全て個室化され、個人のプライベート空間が確保されます。新しい倖和園の居室の大きさは６畳半

程度で、洗面手洗い場が備え付けられます。トイレも全て個室となり、車椅子でも容易に入れるように設計されてい

ます。各居室は、それぞれ自分の部屋として、テレビや家具なども持ち込めるようになる予定です。

　また、共用部分も多く、みんなで語らえる場所として、談話コーナーや読書コーナーが設置されます。

新しい倖和園の居室


